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日本では、2007 年 12 月に「 「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス〔以下、










関して希望と現実のミスマッチが大きいのである（原・佐藤 2009、山口 2009、権丈 2009a, 
2009b,  近刊） 。また、パートタイム労働などの柔軟な働き方は、賃金をはじめとした労働
条件が正社員に比べて格段に劣る非正規労働であることが多く、良質の短時間雇用機会が
少ないことも、人々が労働時間を選択する自由度の低さをもたらしている（権丈 2008、権




ベイは Bruni and Porta 2007、フライ=スタッツァー2005、大竹他 2010 参照)、労働時間
が人々の満足度に与える影響の重要性も指摘されるようになってきた。 
Pouwels et al. (2008)  では、ドイツの GSOEP (German Socio-Economic Panel)  を用い
て、労働所得の増加が人々の満足度を高める一方、所得を得るためには働かなければなら
ないことを指摘し、 労働時間の長さが生活満足度に与える負の影響を確認した。 また、 Booth 
and Van Ours (2008) では、イギリスの BHPS (British Household Panel  Survey)  を用
いて、週労働時間と３つの満足度指標――労働時間満足度、仕事満足度、生活満足度――
との関連を分析し、男性では残業なしのフルタイム労働（週 30 時間以上 40 時間未満）の
労働時間満足度が最も高く、女性ではパートタイム労働の満足度が最も高いという結果を
得ている。 
本稿では、 RIETI 「仕事と生活の調和に関する国際比較調査」 を用いて、 日本、 イギリス、
ドイツのホワイトカラー職正社員について、労働時間と労働時間満足度・生活満足度との














１  データ 




いる。分析に用いるサンプルは、日本が男性 6,223、女性 2,836、イギリスが男性 465、女
性 498、ドイツが男性 527、女性 472 である2。 
 





時間正社員）は 4.5%にすぎず、週 40 時間未満でも 9.2%に留まる。これに対して、ドイツ
では週 30 時間未満が 6.3%、 週 40 時間未満が 25.8%であり、 イギリスではそれぞれ 10.3%、
40.0%と日本に比べて多い。一方、週 50 時間以上の長時間労働者の割合は、日本が 37.7%
であるのに、ドイツ 19.4%、イギリス 15.3%である。このように、日本では労働時間が長
く、逆にイギリスでは労働時間が短い。ドイツでは、週 40 時間以上 45 時間未満への集中
度が高く、その割合が 38.1%に及ぶ。 
 
                                                  




ニターから、企業規模 250 人以上の民間企業に勤務するホワイトカラー職正社員（permanent workers）
を対象に web 調査を実施しており、別に行った企業調査とは調査対象が異なるため、データをマッチさせ
て分析することができない。 このため、 本稿のイギリスとドイツの分析は個人調査のみを利用する。 なお、






































図 1-1 週 労




































































て、ドイツは 14.0%、イギリスは 21.9%と、この割合がかなり高い。また、週 40 時間未満
の者は、日本は 19.4%にすぎないが、ドイツは 39.4%、イギリスは 61.6%であり、ホワイ
トカラー職正社員といっても、日本とイギリス（やドイツ）では、労働時間の長さが相当
に異なる。さらに、週 50 時間以上の長時間労働者の割合は、日本 12.4%、ドイツ 8.3%、
イギリス 7.8%と、男性に比べるとかなり少ないとはいえ、日本では女性についても、男性
同様、３カ国のなかで最も長時間労働者の割合が高い。また最頻値をみると、日本とドイ
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図 2-3  週労働時間別勤務形態（ドイツ） 
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である一方、日本は女性 3.3、男性 3.1 であり、日本は他の２カ国に比べると低くなってい










と考えられる。実のところ、これら２変数の相関係数は、日本 0.38、イギリス 0.41、ドイツ 0.38 であり、
いずれも１%水準で統計的に有意な正の相関があった。さらに、調査票の満足度指標のうち、⑦の WLB 満
足度は、労働時間満足度との関連が最も強い。WLB 満足度と労働時間満足度との相関係数は、日本 0.72、
イギリス 0.66、ドイツ 0.61 と、いずれも１%水準で統計的に有意な正の相関が観察された。予備的推計に
よれば、WLB 満足度の推計結果は、労働時間満足度の推計結果とかなり類似していた。 
4  満足度（幸福度）に関する経済分析では、満足度が高いほど数値が大きくなるように指標化するのが一





























日本 イギリス ドイツ 日本 イギリス ドイツ
労働時間満足度
1 .   満 足 し て い な い 8 . 17 . 12 . 75 . 95 . 03 . 8
2. どちらかといえば満足していない 17.4 13.3 8.2 14.9 16.9 9.3
3. どちらともいえない 36.7 13.5 27.5 32.1 11.2 22.5
4. どちらかといえば満足している 29.4 43.4 38.5 34.8 43.0 38.6
5. 満足している 8.5 22.6 23.1 12.3 23.9 25.8
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
平均値 3.13 3.61 3.71 3.33 3.64 3.73
生活満足度
1. 満足していない 10.6 6.0 1.3 7.4 7.6 2.3
2. どちらかといえば満足していない 22.3 16.6 4.4 19.1 11.8 3.2
3. どちらともいえない 35.8 18.1 27.7 35.3 14.1 25.2
4. どちらかといえば満足している 26.3 36.3 42.5 32.2 44.2 45.1
5. 満足している 5.1 23.0 24.1 5.9 22.3 24.2
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
平均値 2.93 3.54 3.84 3.10 3.62 3.86


























図 3-1  週











































日本についても、労働時間が長くなるにつれて満足度は低下する。図 1-1 と図 1-2 では、
他の２カ国に比べて日本に長時間労働者が多いことを観察した。日本に長時間労働が多い
理由として、これを日本の労働者の好み――長時間労働への選好――と捉える見方もある
が、図 3-1 と図 3-2 によれば、日本の長時間労働者が労働時間満足度が高いわけではない。  
もっとも、短時間労働に対する、日本の労働者の労働時間満足度は、イギリスやドイツ


























図 4-2  週労働時間別生活満足度の平均値（女性） 
 
 


















                                                  
5  ドイツの週 60 時間以上では、生活満足度が高くなっているが、標本数が 9（ドイツ女性の標本の 1.9%）
と少ないことに留意する必要がある。 















の増減の希望 （図 5-1～図 5-3） と、 労働時間の増減の希望別にみた満足度の平均値 （表２）
を確認しておこう。 










図 5-1  週労働時間別労働時間増減の希望（日本） 
 
 
                                                                                                                                                  
研修機構の 2005 年の「日本人の働き方調査」にもとづく原・佐藤（2008） 、慶應義塾大学の 2000 年の「ア
ジアとの比較による家族・人口全国調査」を分析した山口（2009）がある。また、長時間労働者の分析を
行った権丈（2009a）でも、連合総研「勤労者短観」第 12～15 回調査（2006 年 10 月～2008 年 4 月実施）
を用いて、日本には希望する労働時間と実際の労働時間が一致しない者が多い（特に労働時間の減少希望
が多い）ことを確認している。なお、これら３つの研究で使用されているデータはいずれも、本稿で用い


















































































































































































                                                  









日本 イギリス ドイツ 日本 イギリス ドイツ
労働時間満足度
労働時間の増加希望 3.13 3.81 3.81 3.30 3.67 3.92
労働時間の増減の希望なし 3.37 3.76 3.76 3.57 3.89 3.78
労働時間の減少希望 2.47 2.53 2.84 2.70 2.66 2.84
平均値 3.13 3.61 3.71 3.33 3.64 3.73
生活満足度
労働時間の増加希望 2.68 3.40 3.91 2.79 3.62 3.88
労働時間の増減の希望なし 3.07 3.60 3.85 3.19 3.71 3.87
労働時間の減少希望 2.64 3.28 3.58 2.96 3.26 3.69
平均値 2.93 3.54 3.84 3.10 3.62 3.86














* y ）を使って次式のように書ける。 
 
* yx β ε ′ =+   （ [ ] 01 ~N , ε ） 
  yi =   もし  1
*
ii ay a − <≤  
ここで、ε は標準正規分布に従う撹乱項、xは説明変数 （本稿ではダミー変数） のベクトル、
β は対応する係数ベクトル、 y は満足度を表す被説明変数であり、満足度が低い方から 1
から 5 の値をとる（ [] 15 i, ∈ ） 。aは被説明変数の数値が変わる区分点（カットポイント）
である。ただし、 0 a = −∞ であり 5 a = ∞ 。 
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定値（ ˆ β ）と区分点の推定値（ i ˆ a ）が得られる。なお、本稿では推定値の標準誤差は White
の頑健（robust）な標準誤差を使用している（White, 1980） 。 
係数ベクトルと区分点の推定値が求められると、次いで説明変数の任意の値に対して被
説明変数（満足度）の数値を予測すること（Prediction）が可能になる。任意の説明変数の
数値（ z ）に対して予測される被説明変数（ ˆ y ）の数値の関係を次式で示すことができる。 
  [ ] 1 ii ˆˆ ˆˆ ˆ Pr y i a z a z β β − ⎡⎤ ⎡ ⎤ ′′ == Φ − − Φ − ⎣⎦ ⎣ ⎦  16 
 
上式から被説明変数の平均値または期待値（ [ ] ˆ Ey）の予測は次式から得られる。 
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以下では、推計結果を提示した後、被説明変数の平均値の予測を行うが、そこでの予測は
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ここで、 k z− はk 番目の説明変数を除いた説明変数ベクトル、 k ˆ β− はk 番目の係数推定値を
除いた係数推定値ベクトル、 k z はk 番目の説明変数、 k ˆ β はk 番目の係数推定値を示す8。な













   
３  労働時間満足度 
    労働時間満足度に関する順序プロビットモデルの推計結果は、表３（男性）と表４（女
                                                  
8  上式は k ˆ β が 0 に近い場合には次式のように書ける。 
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*** 0.24 0.04 0.36 0.02 0.31
　20時間以上30時間未満 -0.68
*** 0.24 0.45 0.30 0.85
** 0.42
　30時間以上35時間未満 -0.01 0.18 -0.40 0.40 0.06 0.45






















　30分未満 -0.01 0.03 0.08 0.13 0.14 0.11
　1時間以上1時間30分未満 -0.06 0.04 0.05 0.17 0.10 0.16














*** 0.03 -0.01 0.13 -0.04 0.11
短時間勤務制度 0.07
** 0.03 0.13 0.14 0.19
* 0.12
フレックスタイム制度 0.00 0.03 0.21
* 0.13 0.09 0.12
在宅勤務制度 0.03 0.10 0.11 0.14 0.19 0.12
操業短縮 0.32 0.23 0.17 0.41 -0.30 0.40
年収(第１五分位階層)
　第２五分位階層 0.03 0.06 -0.29 0.31 -0.54
** 0.23
　第３五分位階層 0.02 0.06 0.04 0.29 -0.17 0.23
　第４五分位階層 0.06 0.06 0.00 0.29 -0.34 0.21
　第５五分位階層 0.15
** 0.07 0.01 0.29 -0.19 0.23







** 0.12 0.18 0.12
男女共同参画への嗜好 0.05
* 0.03 0.13 0.19 0.34
** 0.14
カット点
　1～2 -2.20 0.11 -1.74 0.47 -1.83 0.37
　2～3 -1.26 0.11 -0.79 0.46 -1.02 0.34
　3～4 -0.08 0.11 -0.21 0.46 0.11 0.35































*** 0.37 -0.17 0.23 0.48 0.37
　20時間以上30時間未満 -0.51 0.36 0.38
* 0.20 0.42
* 0.24


























* 0.05 0.04 0.13 0.03 0.13
　1時間以上1時間30分未満 -0.06 0.06 -0.26 0.18 -0.02 0.15
　1時間30分以上 -0.07 0.11 -0.24 0.20 -0.21 0.32
持ち帰り残業あり -0.14 0.09 -0.13 0.12 0.14 0.13
仕事の手順の裁量あり 0.08 0.05 0.18 0.11 0.51
*** 0.12
WLBへの積極的取り組み 0.07 0.04 0.48
*** 0.11 0.16 0.12
育児介護休業制度 0.03 0.05 0.11 0.12 0.03 0.13
短時間勤務制度 -0.02 0.05 0.05 0.13 0.09 0.13
フレックスタイム制度 0.02 0.05 0.07 0.12 0.00 0.13
在宅勤務制度 0.07 0.13 0.31
** 0.14 -0.02 0.13
操業短縮 -0.01 0.36 0.12 0.50 -0.53 0.49
年収(第１五分位階層)
　第２五分位階層 0.03 0.06 -0.15 0.21 -0.31 0.20
　第３五分位階層 0.06 0.06 -0.28 0.22 -0.19 0.27
　第４五分位階層 0.02 0.09 -0.25 0.24 -0.03 0.23
　第５五分位階層 0.04 0.13 0.08 0.27 -0.18 0.27






*** 0.04 0.16 0.11 0.29
** 0.12
男女共同参画への嗜好 0.05 0.05 0.19 0.18 0.64
*** 0.18
カット点
　1～2 -2.36 0.14 -2.04 0.42 -1.65 0.37
　2～3 -1.42 0.13 -0.82 0.39 -0.83 0.37
　3～4 -0.35 0.13 -0.36 0.39 0.13 0.37


































































４  生活満足度 
    生活満足度に関する順序プロビットモデルの推計結果は、表５（男性）と表６（女性）
に示している。以下では、他の事情一定のときの各変数の効果を説明していく。 
表５と表６より、週労働時間が長い場合、人々の生活満足度には、負の影響があるが、
この影響は、労働時間満足度の場合に比べると小さい。日本の男性（週 50 時間以上） 、日
本の女性（週 60 時間以上） 、ドイツの男性（週 60 時間以上）のみが、ベースの週 40 時間
以上 45 時間未満に比べて統計的に有意に負である。他方、短時間労働については、週 20
時間以上 30 時間未満のイギリスの男性、ドイツの男性、日本の女性、及び週 20 時間未満
のドイツの女性について、生活満足度がベースに比べて高い。 
 
                                                  



















　20時間未満 -0.21 0.24 0.04 0.33 -0.05 0.36
　20時間以上30時間未満 0.11 0.22 0.98
*** 0.34 1.04
** 0.50
　30時間以上35時間未満 0.02 0.16 0.09 0.27 -0.02 0.39
　35時間以上40時間未満 0.00 0.07 -0.11 0.15 -0.13 0.15
　45時間以上50時間未満 -0.02 0.07 -0.38
** 0.18 -0.10 0.18
　50時間以上60時間未満 -0.14
** 0.07 -0.26 0.21 -0.12 0.19
　60時間以上 -0.32




*** 0.05 -0.23 0.19 0.06 0.17
　減少希望 -0.30
*** 0.03 0.07 0.17 -0.16 0.16
通勤時間（30分以上１時間未満）
　30分未満 0.00 0.03 -0.01 0.13 -0.06 0.11
　1時間以上1時間30分未満 -0.04 0.04 0.07 0.15 0.15 0.17
　1時間30分以上 -0.12
* 0.06 -0.03 0.20 -0.41
* 0.22
持ち帰り残業あり -0.08





WLBへの積極的取り組み 0.01 0.03 0.36
*** 0.12 0.28
** 0.11
育児介護休業制度 0.05 0.03 0.14 0.12 -0.03 0.12
短時間勤務制度 0.02 0.03 -0.14 0.13 0.11 0.12
フレックスタイム制度 0.00 0.03 0.18 0.12 0.04 0.11
在宅勤務制度 -0.10 0.10 -0.13 0.14 0.10 0.12
操業短縮 -0.15 0.23 0.52 0.44 0.28 0.43
年収(第１五分位階層)
　第２五分位階層 0.18
*** 0.06 0.06 0.31 0.06 0.23
　第３五分位階層 0.22
*** 0.06 0.30 0.33 0.41
* 0.23
　第４五分位階層 0.38
*** 0.06 0.19 0.30 0.06 0.22
　第５五分位階層 0.69
*** 0.07 0.40 0.31 0.34 0.22
　無回答 0.42
*** 0.08 0.22 0.29 0.14 0.19
仕事のストレスあり -0.40
*** 0.03 -0.48
*** 0.12 -0.14 0.11
良い仕事への嗜好 0.12
*** 0.03 0.47






　1～2 -1.08 0.11 -0.57 0.47 -0.81 0.34
　2～3 -0.20 0.10 0.39 0.47 -0.08 0.33
　3～4 0.82 0.11 1.01 0.47 1.26 0.33



























　20時間未満 0.58 0.41 -0.10 0.22 0.80
** 0.41
　20時間以上30時間未満 0.53
** 0.26 -0.22 0.20 0.14 0.23
　30時間以上35時間未満 0.01 0.16 -0.08 0.25 0.43 0.26
　35時間以上40時間未満 0.04 0.06 0.08 0.14 0.07 0.15
　45時間以上50時間未満 -0.04 0.07 -0.16 0.19 0.13 0.20
　50時間以上60時間未満 -0.11 0.08 0.08 0.25 -0.32 0.27
　60時間以上 -0.55
*** 0.16 -0.48 0.33 0.24 0.44
労働時間の増減希望
　増加希望 -0.43
*** 0.09 0.25 0.17 -0.10 0.18
　減少希望 -0.15
*** 0.05 -0.33
** 0.15 -0.04 0.22
通勤時間（30分以上１時間未満）
　30分未満 0.05 0.05 -0.37
*** 0.12 0.07 0.13
　1時間以上1時間30分未満 -0.14
** 0.06 -0.56
*** 0.17 0.13 0.16
　1時間30分以上 -0.18
* 0.11 -0.39









WLBへの積極的取り組み 0.04 0.04 0.45
*** 0.11 0.17 0.12
育児介護休業制度 -0.03 0.05 -0.10 0.11 -0.01 0.13
短時間勤務制度 0.03 0.05 0.34
*** 0.13 -0.04 0.12
フレックスタイム制度 0.04 0.05 0.03 0.12 0.13 0.13
在宅勤務制度 0.22
* 0.12 0.27
** 0.14 0.02 0.14
操業短縮 -0.47 0.30 0.21 0.48 -0.65 0.54
年収(第１五分位階層)
　第２五分位階層 0.03 0.06 -0.62
*** 0.20 -0.03 0.24
　第３五分位階層 0.26
*** 0.06 -0.15 0.23 -0.14 0.27
　第４五分位階層 0.55
*** 0.08 -0.14 0.24 0.18 0.27
　第５五分位階層 0.78
*** 0.14 0.16 0.27 -0.44 0.32






*** 0.05 0.01 0.11 0.17 0.12
男女共同参画への嗜好 -0.02 0.05 -0.12 0.20 0.55
*** 0.17
カット点
　1～2 -1.42 0.13 -1.99 0.40 -1.20 0.36
　2～3 -0.53 0.12 -1.30 0.38 -0.77 0.36
　3～4 0.48 0.12 -0.79 0.38 0.50 0.37











































                                                  









る」という意見にも同意する。年齢は 35 歳以上 44 歳以下、大学・大学院卒。有配偶で配
偶者は正社員として勤務、17 歳以下の子供はおらず、親とは同居していない（日本のみ） 。




基準ケース 3.67 3.71 3.37 3.80 3.20 3.51
基準ケースとの差
労働時間の増加希望 -0.24 *** -0.05 -0.05 -0.25 *** -0.13 -0.04
労働時間の減少希望 -0.62 *** -0.92 *** -0.82 *** -0.68 *** -0.99 *** -0.71 ***
通勤時間
　　 30分未満 -0.01 0.07 0.12 0.07 * 0.04 0.02
　　 1時間以上1時間30分未満 -0.05 0.05 0.08 -0.05 -0.26 -0.02
　　 1時間30分以上 -0.01 -0.40 ** -0.37 * -0.05 -0.24 -0.19
持ち帰り残業あり -0.16 *** -0.03 -0.05 -0.12 -0.13 0.12
仕事の手順の裁量あり 0.19 *** 0.35 *** 0.37 *** 0.06 0.18 0.42 ***
WLBへの積極的に取り組み 0.05 * 0.22 ** 0.23 ** 0.05 0.45 *** 0.14
育児休業
a) 0.06 *** -0.01 -0.04 0.02 0.11 0.03
短時間勤務制度
a) 0.06 ** 0.11 0.17 * -0.02 0.04 0.08
フレックスタイム制度
a) 0.00 0.18 * 0.08 0.02 0.07 0.00
在宅勤務制度















基準ケースでは、 労働時間満足度は、 男性では、 日本 3.67、 イギリス 3.71、 ドイツ 3.37、
女性では、日本 3.80、イギリス 3.20、ドイツ 3.51 である（表７・基準ケース参照） 。また、
生活満足度は、男性では、日本 3.25、イギリス 3.59、ドイツ 3.25、女性では、日本 3.45、



















基準ケース 3.25 3.59 3.25 3.45 3.00 3.85
基準ケースとの差
労働時間の増加希望 -0.36 *** -0.23 0.05 -0.38 *** 0.27 -0.08
労働時間の減少希望 -0.28 *** 0.07 -0.13 -0.13 *** -0.37 ** -0.03
通勤時間
　　 30分未満 0.00 -0.01 -0.05 0.04 -0.42 *** 0.05
　　 1時間以上1時間30分未満 -0.03 0.07 0.12 -0.12 ** -0.63 *** 0.09
　　 1時間30分以上 -0.11 * -0.03 -0.34 * -0.16 * -0.44 * -0.02
持ち帰り残業あり -0.08 ** -0.11 0.13 -0.18 ** -0.40 *** -0.21 **
仕事の手順の裁量あり 0.16 *** 0.23 ** 0.36 *** 0.10 ** 0.26 ** 0.24 ***
WLBへの積極的に取組み 0.01 0.34 *** 0.22 ** 0.04 0.48 *** 0.12
育児休業
a) 0.04 0.14 -0.02 -0.03 -0.12 0.00
短時間勤務制度
a) 0.02 -0.14 0.09 0.02 0.37 *** -0.03
フレックスタイム制度
a) 0.00 0.18 0.03 0.03 0.03 0.09
在宅勤務制度
a) -0.09 -0.13 0.08 0.18 * 0.30 ** 0.02
注：表７に同じ。
男性 女性
日本 イギリス ドイツ 日本 イギリス ドイツ27 
 
 






























図 7-1  週労働時間 40～44.9 時間を基準とした週労働時間別生活満足度の予測値（男性） 
 
 
図 7-2  週労働時間 40～44.9 時間を基準とした週労働時間別生活満足度の予測値（女性） 
 
次に、この基準ケースから週労働時間が変化した場合、満足度の予測値がどのように変
わるのかをみてみよう。図 6-1～図 7-2 では、予測値をそのまま描かずに、各労働時間階級






















図 6-1 と図 6-2 によれば、労働時間が長くなると、労働時間満足度の予測値は、３カ国の
男女いずれも低下し、その低下幅はほぼ同程度である。具体的には、労働時間が基準ケー


















本稿では、 RIETI 「仕事と生活の調和に関する国際比較調査」 を用いて、 日本、 イギリス、
ドイツのホワイトカラー職正社員について、労働時間と労働時間満足度・生活満足度との
関係を分析した。ここでは、主な分析結果を要約しておく。 
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日本 イギリス ドイツ 日本 イギリス ドイツ
週労働時間
　 2 0 時 間 未 満 0 . 0 30 . 0 60 . 0 50 . 0 10 . 1 00 . 0 5
　20時間以上30時間未満 0.02 0.04 0.02 0.02 0.12 0.09
　30時間以上35時間未満 0.01 0.03 0.02 0.02 0.07 0.06
　35時間以上40時間未満 0.28 0.29 0.38 0.50 0.21 0.42
　45時間以上50時間未満 0.25 0.15 0.17 0.18 0.09 0.10
　50時間以上60時間未満 0.27 0.11 0.14 0.10 0.04 0.06
　 6 0 時 間 以 上 0 . 1 00 . 0 40 . 0 50 . 0 20 . 0 30 . 0 2
　（40時間以上45時間未満）
労働時間の増減希望
　増加希望 0.09 0.11 0.10 0.06 0.12 0.10
　減少希望 0.24 0.13 0.06 0.26 0.18 0.07
　（増減の希望なし）
通勤時間
　30分未満 0.33 0.37 0.30 0.38 0.45 0.38
　1時間以上1時間30分未満 0.18 0.17 0.15 0.14 0.12 0.15
　1時間30分以上 0.06 0.08 0.04 0.04 0.06 0.03
　（30分以上１時間未満）
持ち帰り残業あり 0.18 0.42 0.46 0.07 0.29 0.31
  （持ち帰り残業なし）
仕事の手順の裁量あり 0.78 0.60 0.68 0.80 0.55 0.57
　（仕事の手順の裁量なし）
WLBへの積極的取り組み 0.45 0.43 0.38 0.45 0.45 0.37
　（WLBへの積極的取り組みなし）
育児介護休業制度 0.61 0.55 0.57 0.73 0.55 0.59
　（育児介護休業制度なし）
短時間勤務制度 0.27 0.49 0.47 0.37 0.66 0.57
　（短時間勤務制度なし）
フレックスタイム制度 0.23 0.41 0.61 0.23 0.37 0.57
　（フレックスタイム制度なし）
在宅勤務制度 0.02 0.37 0.36 0.03 0.29 0.29
　（在宅勤務制度なし）
操業短縮 0.04 0.03 0.03 0.02 0.02 0.02
　（操業短縮なし）
年収
　第２五分位階層 0.09 0.10 0.09 0.16 0.20 0.12
　第３五分位階層 0.22 0.13 0.11 0.14 0.10 0.09
　第４五分位階層 0.31 0.15 0.14 0.08 0.11 0.07
　第５五分位階層 0.22 0.21 0.15 0.03 0.07 0.05
　無回答 0.16 0.41 0.51 0.59 0.52 0.67
　（第１五分位階層）
仕事のストレスあり 0.68 0.65 0.67 0.61 0.70 0.66
　（仕事のストレスなし）
良い仕事への嗜好 0.39 0.52 0.72 0.29 0.43 0.64
　（良い仕事への嗜好：同意せず）
男女共同参画への嗜好 0.70 0.91 0.84 0.81 0.92 0.87
　（男女共同参画への嗜好：同意せず）
注：（　　）内はベース・カテゴリー。